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【年通号数】公開・登録公報2009-039
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【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  18/79     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  18/79    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成24年3月9日(2012.3.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９３】
　いずれの場合にも、８時間にわたって反応混合物の屈折率がほとんど増加せず、次いで
、用いた各リン化合物をさらに０．１ｍｏｌ％（導入した初期ＨＤＩに基づく）同じ温度
で添加し、８時間を越えて攪拌を継続した。反応混合物の屈折率が１．４５３０を越えて
増加する場合はなかったが、これはイソシアネートオリゴマー化反応に対する上記のリン
化合物の活性がほとんどないことを示す。
　本発明の好ましい態様は、以下を包含する。
［１］　脂肪族および／または脂環式のイソシアネートからポリイソシアネートを製造す
る方法であって、形成された構造の全ての型の合計を基準として、形成されたポリイソシ
アネート中のイソシアヌレート構造およびイミノオキサジアジンジオン構造の分率が６０
ｍｏｌ％を越え、ウレットジオン構造の分率が２５ｍｏｌ％未満であり、およびカルボジ
イミド構造およびウレトンイミン構造の分率が５ｍｏｌ％未満であり、式（Ｉ）：

【化３】

〔式中、
Ｒ１は、必要に応じてモノ－またはポリ不飽和および／またはモノ－またはポリ－Ｃ１～
Ｃ２０アルキル－またはアルコキシ－置換されている、非環式または環式の脂肪族Ｃ１～
Ｃ５０基であり、および
Ｒ２およびＲ３は、リン原子と、必要に応じてＲ１と共に、必要に応じてモノ－またはポ
リ－Ｃ１～Ｃ２０アルキル－またはアルコキシ－置換されている、多環式および／または
モノ－またはポリ不飽和の脂環式Ｃ２～Ｃ２０基を示す〕
で示されるヘテロ環式触媒の存在下において少なくとも１つの脂肪族および／または脂環
式イソシアネートを反応させることを含んでなる、前記方法。
［２］　式（Ｉ）において、
Ｒ１は、必要に応じてモノ－またはポリ－Ｃ１～Ｃ８アルキル－またはアルコキシ－置換
されている、非環式または環式の脂肪族Ｃ１～Ｃ１２基であり、および
Ｒ２およびＲ３は、リン原子と共に、必要に応じてモノ－またはポリ－Ｃ１～Ｃ２０アル
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キル－またはアルコキシ－置換され、および／または二環式である、飽和脂環式Ｃ４～Ｃ

６基を示す、
［１］に記載の方法。
［３］　式（Ｉ）で示される前記触媒は、１－メチル－１－ホスホラン、１－エチル－１
－ホスホラン、１－プロピル－１－ホスホラン、１－ブチル－１－ホスホラン、１－ペン
チル－１－ホスホラン、１－ヘキシル－１－ホスホラン、１－オクチル－１－ホスホラン
、９－メチル－９－ホスファビシクロノナン、９－エチル－９－ホスファビシクロノナン
、９－プロピル－９－ホスファビシクロノナン、９－ブチル－９－ホスファビシクロノナ
ン、９－ペンチル－９－ホスファビシクロノナン、９－ヘキシル－９－ホスファビシクロ
ノナン、９－オクチル－９－ホスファビシクロノナン、９－ドデシル－９－ホスファビシ
クロノナン、９－エイコシル－９－ホスファビシクロノナンまたはこれらの混合物からな
る群から選択される、［１］に記載の方法。
［４］　前記少なくとも１つの脂肪族および／または脂環式のイソシアネートを、０～１
５０℃の範囲の温度で、式（Ｉ）で示されるヘテロ環式触媒の存在下において反応させる
、［１］に記載の方法。
［５］　前記少なくとも１つの脂肪族および／または脂環式のイソシアネートを、不活性
ガス雰囲気下で、式（Ｉ）で示されるヘテロ環式触媒の存在下において反応させる、［１
］に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　脂肪族および／または脂環式のイソシアネートからポリイソシアネートを製造する方法
であって、形成された構造の全ての型の合計を基準として、形成されたポリイソシアネー
ト中のイソシアヌレート構造およびイミノオキサジアジンジオン構造の分率が６０ｍｏｌ
％を越え、ウレットジオン構造の分率が２５ｍｏｌ％未満であり、およびカルボジイミド
構造およびウレトンイミン構造の分率が５ｍｏｌ％未満であり、式（Ｉ）：
【化１】

〔式中、
Ｒ１は、必要に応じてモノ－もしくはポリ不飽和および／またはモノ－もしくはポリ－Ｃ

１～Ｃ２０アルキル－もしくはアルコキシ－置換されている、非環式または環式の脂肪族
Ｃ１～Ｃ５０基であり、および
Ｒ２およびＲ３は、リン原子と、必要に応じてＲ１と共に、必要に応じてモノ－またはポ
リ－Ｃ１～Ｃ２０アルキル－またはアルコキシ－置換されている、多環式および／または
モノ－またはポリ不飽和の脂環式Ｃ２～Ｃ２０基を示す〕
で示されるヘテロ環式触媒の存在下において少なくとも１つの脂肪族および／または脂環
式イソシアネートを反応させることを含んでなる、前記方法。
【請求項２】
　式（Ｉ）において、
Ｒ１は、必要に応じてモノ－またはポリ－Ｃ１～Ｃ８アルキル－またはアルコキシ－置換
されている、非環式または環式の脂肪族Ｃ１～Ｃ１２基であり、および
Ｒ２およびＲ３は、リン原子と共に、必要に応じてモノ－またはポリ－Ｃ１～Ｃ２０アル
キル－またはアルコキシ－置換され、および／または二環式である、飽和脂環式Ｃ４～Ｃ
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６基を示す、
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　式（Ｉ）で示される前記触媒は、１－メチル－１－ホスホラン、１－エチル－１－ホス
ホラン、１－プロピル－１－ホスホラン、１－ブチル－１－ホスホラン、１－ペンチル－
１－ホスホラン、１－ヘキシル－１－ホスホラン、１－オクチル－１－ホスホラン、９－
メチル－９－ホスファビシクロノナン、９－エチル－９－ホスファビシクロノナン、９－
プロピル－９－ホスファビシクロノナン、９－ブチル－９－ホスファビシクロノナン、９
－ペンチル－９－ホスファビシクロノナン、９－ヘキシル－９－ホスファビシクロノナン
、９－オクチル－９－ホスファビシクロノナン、９－ドデシル－９－ホスファビシクロノ
ナン、９－エイコシル－９－ホスファビシクロノナンまたはこれらの混合物からなる群か
ら選択される、請求項１に記載の方法。
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